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ｱﾙｺｰﾙ消毒を徹底するために設置場所を増やしました。

ｱﾙｺｰﾙが品薄な時期なので無駄にして在庫がなくなった！ということがないように

保管場所を決め、残量の把握・管理を徹底しています。



食堂ﾙｰﾙを定めました。

どうしても“密”になりがちな食堂。

食事をする時以外にも使用する部屋なので手洗い・ｱﾙｺｰﾙ消毒は必須です。



診察室のｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

診察室にて、医師と患者さん、お付添の方との距離を確保するための目安線。

お付添用の方のｲｽの種類・配置を変更しました。

1m目安線

患者さんｲｽ

お付添ｲｽ

第2診察室第1診察室

1m目安線

お付添ｲｽ

患者さんｲｽすずき先生



待合室のｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽのためｲｽの数を減らしております。

お車や院外でお待ちいただけますよ。というご案内をさせていただいております。

3カ所に用紙を設置し、患者さんからもお申し出もお受けしております。

診察券ﾌｧｲﾙ 受付ｶｳﾝﾀｰ 風除湿



新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ問診の内容変更

内容を簡素化し、検温のご協力をいただいております。

当初37,0℃以上の方は、院外待機の要請か受診をお控えいただくようお願いを

させていただく予定でしたが、咳や体調不良など不随するする症状も加味した上で、

37,5℃以上と改訂しました。

37,0℃⇒37,5℃以上に

改訂しました。



患者さんの手指消毒＆検温のご協力要請

来院されましたら手指の消毒を行っていただいております。

そして、来院された患者様、お付添の方の検温をさせていただいております。

37,5℃以上の方

院外にて待機、症状により受診をお控えいただくことがございます。



苦渋の決断でしたがｷｯｽﾞｺｰﾅｰの閉鎖しました。

万が一の事を考慮し、ｷｯｽﾞｺｰﾅｰを閉鎖いたしました。

今後ｷｯｽﾞ“ｺｰﾅｰ”⇒ｷｯｽﾞ“ｴﾘｱ”の設置を検討しております。

また、旧ｷｯｽﾞｺｰﾅｰ内は定期的に換気のため窓を開けております。



風除室自動ﾄﾞｱを開放し換気しています。

雨の日以外は、風除室外側の自動ﾄﾞｱを換気のため開放しております。

雨の日は、定期的な院内での換気をさせていただきます。



次亜塩素酸消毒液の設置場所を増やしました。

未だにｱﾙｺｰﾙ消毒液の購入が滞っております。

そのため、用途に応じて次亜塩素酸消毒液とｱﾙｺｰﾙ消毒液を使い分けております。

ｱﾙｺｰﾙ消毒液と同様に、次亜塩素酸消毒液の設置場所も増やしました。

ﾄｲﾚを含め、頻回に定期的に消毒を行って参ります。



出勤時、消毒⇒検温⇒ﾘｽﾄ記入してから院内へ

ｽﾀｯﾌは院内に入る前に必ず消毒⇒検温を実施することとなりました。

ﾘｽﾄに記入し、ﾃﾞｰﾀも保管しております。

また、ｽﾀｯﾌの体温は厳しめに37,0℃を設定しております。

37,0℃以上の場合は、症状により診断書持参の上、出勤日相談と規定を定めました。

自己管理も徹底し、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ対策をしていきたいと思っております。



視力台を3台から2台へ減らし、距離を確保しました。

今まで視力台を3台で運営しておりましたが距離が近いために2台に減らしました。

台数を減らしたことで検査の混雑が予想されますが、院内が“密”にならないよう

工夫・配慮をしてまいります。



視野検査機器に簡易的なｶｰﾃﾝを設置しました。

視野検査は暗い中で行います。

今までは暗幕のｶｰﾃﾝで対応しておりましたが、その場合ｽﾀｯﾌと患者さんが密になって

しまうこととなるために、患者さんの頭部周辺を覆う用のｶｰﾃﾝを設置しました。



ｻｰｷｭﾚｰﾀｰの台数を増加し換気強化

＊待合室：2台

＊暗室 ：3台

＊1診室 ：1台

＊2診室 ：1台

を設置しております。

今後の状況・環境により追加を検討しております。



ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｶﾊﾞｰにｶﾊﾞｰをしています。

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの使用頻度はとても多く汚れなども多く付着しています。

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの奥にｳｨﾙｽやばい菌が入り込むと消毒ができなくなってしまうので、

ｶﾊﾞｰをかけて、ｳｨﾙｽや菌の進入を防ぎ、消毒の徹底をすることが可能となりました。



使用頻度の高い第1診察室のﾛｰﾙｶｰﾃﾝを変更しました。

暗幕からﾛｰﾙｶｰﾃﾝに変更しておりましたが、この度ﾘﾆｭｰｱﾙしました。

遮光ｶｰﾃﾝにし、より換気をよくするために設置の壁から距離を取りました。



暗室への入り口の換気強化のためﾛｰﾙｶｰﾃﾝに変更しました。

暗室は暗さを保つためにﾄﾞｱを閉めております。

そのため、中がこもりやすくなるので、ｽﾀｯﾌの出入口をﾛｰﾙｶｰﾃﾝに変更、

ｻｰｷｭﾚｰﾀｰを設置して換気の強化をしております。



情勢・状況に応じて適宜対応を速やかに見直していく。

それが、すずき眼科ｸﾘﾆｯｸ。

今後、患者さまのご負担になってしまうことも

多々ありますが、何卒ご理解・ご協力を

よろしくお願いいたします。

すずき眼科ｸﾘﾆｯｸ 鈴木 克則


